


平成 18 年５月 11 日 

 

技術評価報告書 

 

住宅等防災技術評価委員会 

委 員 長  坂本 功 

 

Ⅰ．技術評価依頼概要 

 １．依頼者  株式会社ＪＳＰ 

        中村物産有限会社 

２．件名   マゼランを用いた耐震補強工法 
３．技術概要 

柱と横架材等の仕口接合部に板ばねと発泡樹脂から構成される、三角形状の耐震

補強部材を設置することで、仕口接合部の回転変形に対して、半剛接ばねとして抵

抗し軸組にラーメン効果を付与し、建物の耐震性を向上させる。 
 

４．依頼事項 
「マゼランを用いた耐震補強工法」の技術評価資料に示される、適用範囲、諸元

性能、設計方法、施工方法、品質管理方法の妥当性。 
５．提出資料 

    マゼランを用いた耐震補強工法 
技術評価資料： 技術概要説明書、設計マニュアル、施工マニュアル、 

住宅の所有者等向け説明資料、性能確認方法、製造要領等 
 
Ⅱ．検討方法 

次の委員で構成する住宅等防災技術評価委員会において、提出資料に基づき依頼事項

の妥当性を検討した。 
 

委員長 坂本  功 慶応義塾大学理工学部教授 
委 員 五十田 博 信州大学工学部助教授 
委 員 太田  勤 株式会社堀江建築工学研究所代表取締役 
委 員 大橋  好光 武蔵工業大学工学部教授 
委 員 岡田  恒 独立行政法人建築研究所グループ長 
委 員 鴛海 四郎 財団法人日本住宅・木材技術センター試験研究所構造試験室長 
委 員 河合 直人 独立行政法人建築研究所上席研究員 
委 員 腰原 幹雄 東京大学生産技術研究所助教授 
委 員 佐久間順三 有限会社設計工房佐久間代表取締役 
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委 員 塩原  等 東京大学大学院工学系研究科助教授 
委 員 杉山 義孝 財団法人日本建築防災協会専務理事 
委 員 中田 捷夫 株式会社中田捷夫研究室代表取締役 
委 員 宮澤 健二 工学院大学工学部教授 
委 員 安村  基 静岡大学農学部教授 

 
Ⅲ．技術評価 

「マゼランを用いた耐震補強工法」の技術評価資料に示される、適用範囲、設計方法、

施工方法、品質管理方法は妥当であると評価する。 
 
Ⅳ. 技術評価の内容 

「マゼランを用いた耐震補強工法」（以下、「マゼラン」と称す）は、板ばねと発泡樹

脂から構成される。板バネと発泡樹脂は仕口部に設置され、回転変形に対して半剛接ばね

として抵抗し、軸組にラーメン効果を付与し、建物の耐震性を向上させるものである。耐

震補強計画・耐震診断は、(財)日本建築防災協会発行の「木造住宅の耐震診断と補強方法」

の一般診断法及び精密診断法１（保有耐力診断法）を用いて行われ、その場合の「マゼラ

ン」の壁強さ倍率、壁基準耐力・剛性は、Tタイプ、Aタイプ、Bタイプの 3タイプと取り

付く柱の小径に応じて与えられる。 

評価の主な内容は、「マゼラン」の壁強さ倍率、壁基準耐力・剛性とその評価方法、既

存架構と「マゼラン」との接合方法、施工方法、「マゼラン」の品質管理の方法であり、

詳細は以下の通りである。 
 
１）適用範囲 

「マゼラン」は、(財)日本建築防災協会発行「木造住宅の耐震診断と補強方法」が適用範

囲とする在来軸組構法及び伝統的構法を対象建物とし、階数の範囲は 3 階建てまでとする。

混構造建物は、立面的な混構造に限りその木造部分は適用範囲に含めるが、木造以外の部

分は適用範囲外とする。平面的な混構造は適用範囲外である。 
 

２）使用材料 

「マゼラン」には、辺長350mmのTタイプ、同535mmのAタイプ、同790mmのBタイプの3タイ

プがあり、いずれも2枚の板ばねと三角形状の発泡樹脂からなる。板ばねは、Tタイプでは、

JIS G 4802 SK5Mの3mm厚が、AタイプではJIS G 4801 SUP9の5mm厚が、BタイプではJIS G 4801 

SUP9の5mm厚が用いられる。発泡樹脂は発泡ポリプロピレンで、いずれのタイプも三角形部

の発泡倍率20倍、楕円形部の発泡倍率が30倍である。 

そのほかの使用材料は、板ばねと発泡樹脂、発泡樹脂と仕口木部の仮止めに用いられる

粘着テープ、板ばねを止めつけるためのラグスクリューである。ラグスクリューはφ12、

長さ100ｍｍ以上を用い、基本的にTタイプ、Aタイプでは1本、Bタイプでは2本使用される。 
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３）壁強さ倍率・壁基準耐力・壁基準剛性 

「マゼラン」の壁強さ倍率、壁基準耐力、さらに壁基準剛性は、実験と弾塑性解析により

求めている。実験はピン接合の鋼製L型フレームにマゼランを取り付けた水平加力試験であ

り、その実験をもとに「マゼラン」の荷重回転角関係を完全弾塑性モデルとしている。弾

塑性解析では、「マゼラン」を方づえと見立てた軸組モデルを構築し、壁強さ倍率、壁基

準耐力、壁基準剛性を決定している。なお、弾塑性解析では柱、はり部材を弾性部材とし

て扱っている。壁強さ倍率、壁基準耐力の決定に当たっては、1)マゼランの以下の①～④

で計算される値の最小を用いている。 

①0.2×Pu/Ds（Dsはマゼランの限界変形を1/15radとして評価） 

②柱の短期許容曲げ応力に達したときの耐力 

③軸組全体の変形角が1/120に達したときの耐力 

④ラグスクリューが短期許容引き抜き応力へ達したときの耐力 

以上で求めた値に対し強度のばらつきを考慮して0.75を乗じて耐力を決定したものが以下

である。 

 

マゼランの取り付けられた柱１本当たりの壁強さ倍率（一般診断法用） 
マゼランの設置箇所 柱の小径 マゼランの種類 基準耐力〔kN〕 

T タイプ 0.10 
A タイプ 0.12 

90mm 以上 

B タイプ 0.14 
T タイプ 0.14 
A タイプ 0.16 

柱頭または柱脚に設置 
 

 

100mm 以上 

B タイプ 0.19 
T タイプ 0.28 
A タイプ 0.36 

90mm 以上 

B タイプ 0.52 
T タイプ 0.39 
A タイプ 0.49 

柱頭および柱脚に設置 
（上下同タイプ） 

 

100mm 以上 

B タイプ 0.71 
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マゼランの取り付けられた「垂れ壁付き独立柱」1 本当たりの壁強さ倍率（一般診断法用） 
柱の小径 マゼランの

種類 
樹種 基準耐力

〔kN〕 
ラグスクリュー仕様 

150mm 以上 180mm 未満 T タイプ J1 0.30  
  J2 0.30  
  J3 0.30 120mm 以上 

 A タイプ J1 0.35  
  J2 0.35 120mm 以上 

  J3 0.35 130mm 以上 

 B タイプ J1 0.52  
  J2 0.52  
  J3 0.52 120mm 以上 
180mm 以上 240mm 未満 T タイプ J1 0.36 110mm 以上 

  J2 0.36 120mm 以上 

  J3 0.35 130mm 以上 

 A タイプ J1 0.41 120mm 以上 

  J2 0.40 130mm 以上 

  J3 0.35 130mm 以上 

 B タイプ J1 0.58  
  J2 0.58 110mm 以上×2 本 

  J3 0.58 130mm 以上×2 本 
240mm 以上 T タイプ J1 0.37 110mm 以上 

  J2 0.37 120mm 以上 

  J3 0.35 130mm 以上 

 A タイプ J1 0.46 130mm 以上 

  J2 0.40 130mm 以上 

  J3 0.35 130mm 以上 

 B タイプ J1 0.61 110mm 以上×2 本 

  J2 0.61 120mm 以上×2 本 

  J3 0.59 130mm 以上×2 本 
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マゼランの取り付けられた柱１本当たりの壁基準耐力・剛性（保有耐力診断法用） 
マゼランの設置箇所 柱の小径 マゼランの種類 基準耐力〔kN〕 基準剛性

［kN/rad］ 

T タイプ 0.10  15 
A タイプ 0.12  15 

90mm 以上 

B タイプ 0.14  25 
T タイプ 0.14  20 
A タイプ 0.16  25 

柱頭または柱脚に設置 
 

 

100mm 以上

B タイプ 0.19  35 
T タイプ 0.28  65 
A タイプ 0.36  85 

90mm 以上 

B タイプ 0.52 155 
T タイプ 0.39  80 
A タイプ 0.49 105 

柱頭および柱脚に設置 
（上下同タイプ） 

 

100mm 以上

B タイプ 0.71 180 
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マゼランの取り付けられた「垂れ壁付き独立柱」1 本当たりの壁基準耐力・剛性 
（保有耐力診断法用） 柱スギの場合 

柱の小径 マゼランの

種類 
基準耐力

〔kN〕 
基準剛性

［kN/rad］
ラグスクリュー仕様

90mm 以上 100mm 未満 T タイプ 0.10  15  
 A タイプ 0.12  15  
 B タイプ 0.14  25  
100mm 以上 120mm 未満 T タイプ 0.14  20  
 A タイプ 0.16  25  
 B タイプ 019  35  
120mm 以上 150mm 未満 T タイプ 0.21  30  
 A タイプ 0.25  40  
 B タイプ 0.34  55  
150mm 以上 180mm 未満 T タイプ 0.30  45 120mm 以上 

 A タイプ 0.35  55 130mm 以上 

 B タイプ 0.52  80 120mm 以上×2 本 
180mm 以上 240mm 未満 T タイプ 0.35  55 130mm 以上 

 A タイプ 0.35  65 130mm 以上 

 B タイプ 0.58 100 130mm 以上 2 本 
240mm 以上 T タイプ 0.35  65 130mm 以上 

 A タイプ 0.35  70 130mm 以上 

 B タイプ 0.59 115 130mm 以上×2 本 
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マゼランの取り付けられた「垂れ壁付き独立柱」1 本当たりの壁基準耐力・剛性 
（保有耐力診断法用） 柱ヒノキの場合 

柱の小径 マゼランの

種類 
基準耐力

〔kN〕 
基準剛性

［kN/rad］
ラグスクリュー仕様

90mm 以上 100mm 未満 T タイプ 0.12  15  
 A タイプ 0.14  20  
 B タイプ 0.17  30  
100mm 以上 120mm 未満 T タイプ 0.16  25  
 A タイプ 0.19  30  
 B タイプ 0.23  40  
120mm 以上 150mm 未満 T タイプ 0.24  35  
 A タイプ 0.28  40  
 B タイプ 0.40  60  
150mm 以上 180mm 未満 T タイプ 0.33  50 110mm 以上 

 A タイプ 0.37  60 120mm 以上 

 B タイプ 0.56  90 110mm 以上×2 本 
180mm 以上 240mm 未満 T タイプ 0.36  60 120mm 以上 

 A タイプ 0.40  65 130mm 以上 

 B タイプ 0.59 105 110mm 以上 2 本 
240mm 以上 T タイプ 0.37  65 120mm 以上 

 A タイプ 0.40  75 130mm 以上 

 B タイプ 0.61 115 120mm 以上×2 本 
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マゼランの取り付けられた「垂れ壁付き独立柱」1 本当たりの壁基準耐力・剛性 
（保有耐力診断法用） 柱ケヤキの場合 

柱の小径 マゼランの

種類 
基準耐力

〔kN〕 
基準剛性

［kN/rad］
ラグスクリュー仕様

90mm 以上 100mm 未満 T タイプ 0.11  15  
 A タイプ 0.13  20  
 B タイプ 0.17  25  
100mm 以上 120mm 未満 T タイプ 0.15  20  
 A タイプ 0.17  25  
 B タイプ 0.24  35  
120mm 以上 150mm 未満 T タイプ 0.23  35  
 A タイプ 0.26  40  
 B タイプ 0.37  60  
150mm 以上 180mm 未満 T タイプ 0.32  50  
 A タイプ 0.36  55 110mm 以上 

 B タイプ 0.54  85  
180mm 以上 240mm 未満 T タイプ 0.36  55 110mm 以上 

 A タイプ 0.42  65 120mm 以上 

 B タイプ 0.59 100  
240mm 以上 T タイプ 0.37  65 120mm 以上 

 A タイプ 0.46  70 130mm 以上 

 B タイプ 0.61 115 110mm 以上×2 本 
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４）低減係数の適用 

柱接合部による低減係数f、劣化による低減などの低減は以下の表に従う。 

低減係数の適用について 

低減係数 適用のしかた 

柱接合部による低減係数 f 必要な補強を施した上、そのまま適用する。た

だし補強は「接合部Ⅰ」の条件を必ず満たすよ

うにする。 

耐力要素の配置等による低減係数 E 必要な補強を施した上、そのまま適用する。 

一般診断法 

劣化度による低減係数 D 必要な補強を施した上、そのまま適用する。 

開口部低減係数 Ko マゼランを用いた軸組の部分については、

Ko=1.0 とする。既存耐力壁の部分については、

そのまま適用する。 

柱接合部による壁の耐力低減係数 Cf 必要な補強を施した上、そのまま適用する。た

だし補強は、「平 12 建告 1460 号に適合する

仕様」を必ず満たすようにする。 

木製筋かいの接合仕様による低減係数 必要な補強を施した上、そのまま適用する。 

壁の劣化低減係数 Cdw 必要な補強を施した上、そのまま適用する。 

柱の劣化低減係数 Cdc 必要な補強を施した上、そのまま適用する。 

剛性率による低減係数 Fs 必要な補強を施した上、そのまま適用する。 

精密診断法１ 

 

偏心率と床の仕様による低減係数 Fe 必要な補強を施した上、そのまま適用する。 

 

５）施工方法 

製品の利用に際しては、マゼラン設計・施工技術者養成講習会を受講した建築士、及び(社)

日本建築構造技術者協会が認定した建築構造士が建物の調査診断をおこない、建物の適正

を事前に調査し、必要耐力を検討した上で施工する。なお、想定した壁強さ倍率、壁基準

耐力、壁基準剛性が得られるよう、柱の両側に設置しないなど、取り付け禁止箇所を設け

ている。 

 

６）品質管理体制 

「マゼラン」の品質管理に関して、品質保証は、発泡樹脂並びに製品の組立に関するこ

とは、(株)ＪＳＰがおこない、板ばねに関しては(株)スミハツがおこなう。製品製造フロ

ーチャートを用意するとともに、材料検査報告書を作成し、品質の管理に当たる。 
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